
趙Ⅲ平成16年～現在

詢
忘
礁
聾
螂
ざ
凩

文 化 祭

一Ｍ

一

醸
鸞
一
一

■||■,

クラスマッチでのひとコマ

48



第3部

吉5 ,舌  動

墓
彗

=

^ a
全校応援

声

書

阻

墓

羹

49



一難難難難舞難雛一

年少労漑麗を通鶴音

魔務緩教育に隷 おく

り´薦
渥
構
県
下
で
は
日
新
高
校
を
は
じ

め
と
す
る
夜
闇
高
校

（薦
児
島
工
業
高

定
時
縦
な

，
じ
「
そ
れ
に
鶴
九
高
校
達

ば

な

施

許

　

轟
輩
理

？

喜

経
基

磐

漁

だ
Ｆ
楊
設
も
す
ば
りし
Ｌ
藝訪
五

階
建
て
ｔ
い
つ
の
轍
操
立
高
機
で
総
初

め
‘
だ
レ
．
〓
ツ
ベ
ー
タ
ト
を

・の地
震

鬱
機
騰
、傷

運
慟
場
窯

瞬
二
肇
彊
曇
標
鍛な
ど
を
めゆ
る
施
設

を
そ
な
え
て
い
ま
す
。

多

レ

準

粋

設
鸞
藩
驚
襲
科
の
組
簿
蹟
ち
最

れ
ま
で
と
薩

に
変
わ
っ
た
の
は
、
定

憑
併
修
制
度
一が
談
け
ら
れ
た
こ
と
で
、

そ
の
中
で
職
業
数
育
を
■
と
す
る
挙
料

盆

業
、
衛
生
看
護
、
農
業
経
営
）
が

大
き
な
比
重
を
じ
め
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

定
時
、
通
信
教
育
は
こ
れ
ま
で
ど
お

争
し
て
、
修

謹

食

業
管

ラ

な
る
か
。
ま
ず
普
通
科
で
は
、
通
二
回

夜
間
に
出
校
、
あ
と
月
一
垣
の
ス
タ
ー

リ
ン
グ
を
行
な
フ
わ
け
で
履
習
単
位
は

定
時
制
で
二
十
八
ヽ
通
信
制
で
五
十
七

計
八
十
五
単
位
と
な
り
、
卒
業
の
資
格

が

得
ら
れ
ま
す
。

次
に
商
業
科
で
す
が
、
一
年
か
ら
一
一

年
ま
で
は
週
三
日
間
昼
間
出
校
し
な
が

ヽ

翌

日

通
長

蓄

霧

ゑ

一澤
ヽ

四
辱
は
通
信
整
重
た
は
翼

位

を
と
れ
る
し
く
み
で
す
。
衛
生
署
整
学

料
も
ほ
ぼ
置
業
料
と
同
じ
シ
ス
ア
ム
で

た総業議警養。し籐
っ樹

一鸞
盗
又
響
赫

ｔ愉
駈
い
午
曇酔難漸

聰
σ
軒匁
‐９６

蠅罐
輔
彎
彎
蝿
准

た
と
え
憾
書
生
の
実
習
燿
ミ

装

目
な
ど
に
つ
い
て
は
県
歌
育
委
員
会
で

検
討
中
で
す
が
、
全
国
で
も
初
め
て
の

試
み
だ
け
に
、
若
い
年
少
労
働
看
に
と

っ
て
は
大
き
な
福
音
と
な
り
そ
う
で

ｔ

♂巡κ鶉躙祓武翼プ0ぽ♂
ず
♂♂♂♂ず仄♂ギ♂ど之爵♂♂♂♂語BE♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂♂圏

かけがえのない3年間 平成 3年全日制商業科卒 久永 美保

高校生活を振り返つて印象に残っている.こ とは、ソフトボ■ル部のキヤプテンと生徒会長という貴重な体験をさせて

いただいたことです。両立というのは、大変で忙しいだろうと分かっていましたが、どちらも興味を3かれ、―度しか

ない高校生活を満喫したいと思ったのです
`

ソフトボール部ではキヤッチヤアでキヤプテンという大役を任されました。両方とも司令塔であリリニドの仕方一つ

で流れが変わつて<ることもあリプレッシャーに押し潰されそうになることもありました。ですが、イ中間と一つの目標 ・
に向かつて努力し結果が出せたことで自信を持つことが出来ました。                |
また、生徒会長という立場も生徒の模範となりリードしていかな<てはなりません。生徒と先生方との間で意見がま  ‐

とまらず1悩んだこともありました。ですが、仲間とより良い西高になるように話し合い、成し遂げたことで自信を持つ

ことが出来ました。今回、閉校になりますが、西高校で培つた思い出は大切に心に保管しておきます。
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地域奎民 と清掃活動 をする麓党島西高校 の生徒

蝙
一蟷
一晰
釉
瘍
跛
・魃
跛
一餡

●
麗
児
島
藤
下
伊
敷
二
丁
目
の
薦
児
島
西
高
校
が
、
下
伊
敷
釘
内

会
連
合
会
や
商
店
甕
つ
栄
薄
通
り
会
と
共
暉
で
、
地
域
の
清
掃
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
活
動
は
昨
年
十
月
か
ら
薦
一
回
の
ペ
ー

ス
で
実
施

，
圏
回
騒
を
迎
え
た

一
月
二
十
一
諄
は
約
百
人
が
参
菊

し
た
。
地
域
美
化
に
加
え
「生
徒
と
住
民
と
の
間
に
薔
識
が
で
き
、

安
心
安
全
は
し

，
な
が
―る

「
ど
地
域
も
難
待
し
て
い
る
¨
　
　
・一

一
鷲
鱗
軋
劣
利
箔
畿
い
繭
被
金
と
鰺
露

・

巡楷鼈1勒亀蝙1珀1鉤1陽‐
弛颯|1黎颯晰

同
絞
は
市
の

「み
ん
な

で
ま
ち
を
美
し
く
す
る
擬

例
」
に
基
づ
く

「ま
ち
美

化
推
進
団
体
」
に
登
録
ず

学
校
を
挙
げ
た
続
機
活
動

を
行

っ
て
い
た
こ

と
．か

ら
，

市
環
境
衛
生
譲
な
ど

ら
勧
み
も
み

，
で
奥
日
澄

機
が
始
ま
つ
た
ず

・

一

一
同
露
の
溝
撮
活
動
で

は
い
生
徒
と
住
民
ら
が
と

も
に
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
学
校
鼠
遊
と
近
く
の
栄

輝
公
轟
な
ど
を

一
時
蘭
か

け
清
掃
´
瞳
十
五
靭
入
鰺

ポ
リ
袋
で
十
五
袋
分
の
ご

み
を
集
め
た
一
生
徒
会
副

会
長
の
爾
村
美
薔

‐
‐
さ
ん

全
じ
■
二
年
■
は

「衛
が

さ
れ
い
に
な
つ
て
い
達
成

感
が
あ
る
」
と
話
し
た
”

一生
徒
は
絞
内
で
過
ご
す

時
間
は
長
い
が
一
こ
れ
ま

で
地
域
盤
民
ど
鐵
れ
合
う

機
会
は
少
な
か
つ
た
ず
森

出
武
意
横
長
は

「生
徒
の

登
下
改
の
機
手
・も
気
に
し

て
も
ら
え
る
ず
地
域
に
育

て
て
も
ら
つ
て
い
る
と
感

じ
る
」
と
波
及
効
果
を
実

豊 ■月 31日 、鹿 燿轟中下伊敷 1丁書

灯
鼈
貯餌

会
議
含
一一一３
換
機

警
会
長
余
し
は
三
角
校
生

と
■
緒
に
二
つ
の
こ
と
を

■
ま
だ
０
が
う
れ
レ
一
」

と‐
い
う
「
清
掃
活
動
が
ぎ

つ
か
け
ど
な
つ
て
、
地
区

の
文
化
祭
に
日
校
生
徒
の

参
加
も
あ
つ
た
。　

一　
．

市
環
境
衛
生
課
で
は
地

域
と
学
硬
が
連
携
す

‐
る
構

掃
活
動
を
来
年
度
以
降
の

三
年
路
で
市
内
の
全
小
学

校
区
に
広
げ
る
計
画
だ
ず

20092/1南日本新聞
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冬罹×亥懃
京
都
て
畿
饉
轟幾
祓
人

200710/18

京
都
駅
綺
で

通
行
人
Ｌ
織
露
欝
観
光

を
貯
餃
す
る
生
機
た
ち――

声
Ｆ
、
■
都
市

一鏡
■
う
ち
わ
一を
配
る
な
ど
、

穀
Ｉ
け
れ
満
動
ＩＩ
摯
ゆ
ぼ
ん
で

き
た
´
そ
壽

一
環
で
幸
学
無
特

の
白
■
藝
●
Ｌ
し
て
、
十
晨
か

●
観
■
各
い
集
ま
る
京
都
で
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
決
め
た
．

一か
ご
し
ま
ド
Ｒ
隊

一
彙
■

７
Ａ
■
法
扱
を
き
た
■
往
た
ち

は
、
の
ば
り
や
ポ
ス
タ
ー
を
撼

ば
、
運
動
客
ら
に

一観
光
う
ち

わ

一
や
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ

た
。
高
叫
澪
華
さ
ん
は

一接
寄

や
餃
場
の
こ
と
を
尋
ね
る
人
も

い
て
、
織
児
島
に
人
い
に
興
味

を
持

っ
て
も
ら
え
た

一
ご〓
紙
尋

そ
う
だ
つ
た
一ヽ

儡

一〓

や
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１
型

子

―
卍

―̈

――
１

１
１

６

日

７

＝

崖
品
を
藩
用
し
た
す
ク
セ
サ
リ
■
で
儘
一
０
撲
塔
を
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
」
ｔ
壌
り
　
中同

た
穫
蘊謝
誰
鴬
通
に
、
飾

７

，
部
分
０
購
ク
博
重
空
議

０

な
ど
改
阜
ζ
菫
彗

懸
窯
一

〇１

せ
た
■
２
０
０
９
年
墨
月
　
２

ほ
神
奈
川
県
で
あ
っ
た
金

曇
産
業
数
彎
フ
ェ
ア
に
出

轟
、
３
０
０
優
を
■
時
間

で
発
売
し
人
気
を
集
め

た
。
７
月
９
餞
に
問
率
で

あ

っ
た
県
高
校
生
徒
議
業

研
究
発
表
大
会
で
も
、
成

果
を
発
表
し
た
。

鑑
飾
り
は
今
後
、

■
鶴
．

■
５
０
彎
で
同
市
の
域
書

観
光
ホ
テ
ル
で
販
売
す
る

予
定
。
繊
方
悠
現
さ
ん

（Ｆ
）は

「大
轟
織
は
、
銹

が
結
か
く
て
か
わ
い
ら
し

い
。
子
ど
も
や
若
い
人
た

ち
に
、
身
通
に
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
謡
レ
な
。

たつ粋
・彎

徒
ざ

生
か議罐

西
ゆ鶴

攀
鹿
Ｆ

同
簗
は
衝
年
か
ら
鹿
鸞

轟
の
議
逃
Ｆ
蔦
活
動
を
し

て
お
り
、
う
ち
わ
、
屋
久

杉
の
ぐ
い
飲
み
、
大
島
縮

大
議
軸
の
難
糠
り
を
発
感

さ
せ
た
鹿
児
轟
爾
高
機
の

生
徒
蒻
魔
児
島
市
下
伊
敷

■
■
目
の
種
構

仄
襄鱚鶉辣袂饒ョガ

鳳()艤 珀♂ン仄仄写ン仄珀楊仄

思い出を大切に
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:「醸鷹恋のぼり」を作った鹿児轟西高校生 ら i
:   =麗 児島市下伊敷 ■丁目の麗児島西高校 :

わすドルフィンポートで販売

平成 4年全日制商業科卒 金川 (多丸)美穂子

母校である鹿児島西高等学校の閉校を、とて
も寂しく感じております。 3年間の高校生活
では、勉強やスポーッ、部活動、体育祭、ク
ラスマッチ、そして友達や先生方との出会い
など、た<さ んの思い出を作ることができま

した。担任の先生は、私たち生徒一人一人を

常にしっかりと支え見守り続けて <ださいま

した。就職活動に向けて、資格取得に取り組み、
た<さ んのご指導もいたださました。おかげ
さまで、第一希望の会社に就職することがで

きました。先生方にはとても感謝しております。

今もこの会社で働けることに感謝し、この学
校で学んだこと、先生方に教えていただいた
ことを忘れることな <、 西高の卒業生として
これからも頑張つていきたいと思います。た

<さ んの思い出を大切にしていきます。本当
にありがとうござぃました。

珀珀珀仄珀仄珀珀仄仄珀不珀仄仄珀仄仄写珀仄仄

鹿
燿
島
市
下
伊
敷

一
丁
目

の
鹿
児
島
西
高
校
の
生
徒
た

ち
が
、

蒲
生
の
和
紙
と
宮
之

城
の
竹
ひ
ご
を
使

っ
た

「
薩

摩
恋
の
ば
り
」
百
個
を
作
製

し
た
。

〓
一日
午
前
九
時
か
ら
、

同
市
本
港
新
町
の
ド
ル
フ
ィ

ン
ポ
ー
ト
で

一
個
五
百
円
で

餃
売
す
る
予
定
で
、
生
徒
ら

は

「
薦
児
島
の
伝
統
工
業
を

見
直
す
き

っ
か
け
を
作
り
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

こ
い
の
ぼ
り
作
り
、

販
売

は
同
校
の
課
爾

研
究

の

一

環
。

五
色
の
吹
き
流
レ
と
青
、

赤
の
コ
イ

ニ
匹
、

九
に
十
の

字
の
の
ば
り
旗
を
脅
負

っ
た

金
太
郎
が
セ

ッ
ト
に
な

っ
た

か
わ
い
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
。

高
さ
約
九
十
ち
で
、
花
瓶
な

ど
に
挿
し
て
飾
る
こ
と
も
で

き
る
。
恋
の
ぼ
り
の
名
称
は

「鹿
児
島
が
恋
し
い
と
馨
え

る
よ
う
に
」
と
の
願
い
を
込

め
、
生
徒
が
名
付
け
た
。

薩
摩
嬢
内
市
平
佐
町
で
手

芸
を
教
え
る
今
井
弘
子
さ
ん

金
も
に
指
導
を
受
け
た
生
徒

十
人
が
、
数
課
後
な
ど
を
澄

用
し
約

二
邁

聞
か
け

て
作

製
。
約
十
四
百
年
の
伝
統
を

持

つ
と

い
わ
れ

る
蒲

生
和

紙
、
生
産
量
日
本

一
の
奮
之

城
の
竹
ひ
ご
な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
パ
ネ
ル
も
手
作
り
し

た
。爾

校
三
年
の
谷
由
塁
美
さ

ん
（
一し
は

一醸

蓉

饉

機
に
、

鹿
見
轟
の
伝
統
工
藤
の
良
さ

と
西
高
の
取
り
組
み
を
鐘

っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。
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繭
高
登
「意
の
ぼ
け
」鰈
鍼
作
製

睦 議恋のほり」


